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第３章 微小粒子状物質 成分測定結果

大気汚染防止法に基づく常時監視の一環として、微小粒子状物質（以下「 」という。）の成分

測定を国が定めるガイドラインに基づいて実施することが定められている。

本県では、平成 年度には松任測定局に、平成 年度には輪島測定局に採取装置を設置して測定

を開始した。平成 年度は、新たに山科測定局（金沢市所管、西南部測定局より測定地点を変更）に

採取装置を設置し、計 測定局で四季を通じて成分測定を行った。

１ 測定目的

対策の推進に必要な知見の充実のために、成分測定を実施した。

２ 測定地点

測定地点は、表３－１のとおりである。

表３－１ の成分測定の測定地点

測 定 地 点 所 在 地 用途地域 区 分 実施機関

山 科 測 定 局 金沢市山科 丁目地内 準住居地域 道路沿道 金沢市

輪 島 測 定 局 輪島市三井町洲衛 部 都市計画区域外 バックグラウンド 石川県

松 任 測 定 局 白山市馬場 住居地域 一般環境 石川県

３ 測定方法

測定期間

測定期間は、表３－２のとおりである。測定期間中に、 の質量濃度が環境基準（日平均

値 μ ）を超えた日はなかった。

表３－２ の成分測定の測定期間

測 定 地 点
測 定 期 間

春 季 夏 季 秋 季 冬 季

山 科 測 定 局
～

の 日間

～

の 日間

～

の 日間

～

の 日間

輪 島 測 定 局

～

の 日間

～

の 日間

～

の 日間

～

～ ～

～ ～

の 日間

松 任 測 定 局

～

の 日間

～

～

の 日間

～

の 日間

～

～

の 日間

注）試料数は、各測定局の季節毎に 試料である。
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採取方法

ア 採取装置

使用した採取装置は、表３－３のとおりである。

表３－３ の採取装置一覧

測 定 地 点 採 取 装 置

山科測定局 ムラタ計測器サービス株式会社製

輪島測定局 （ 社製）

松任測定局 （ 社製）

イ フィルター

質量濃度及び無機元素の分析に供する試料の採取には フィルターを、イオン成分及び

炭素成分の分析に供する試料の採取には石英繊維フィルターを用いた。

ウ 試料採取時間及び採取試料数

採取開始時刻は、すべて午前 時とした。また、試料の採取時間は、山科測定局は 時

間 分、輪島測定局及び松任測定局は 時間とした。

採取試料数は、測定局ごとに 日当たり 試料、 季あたり 試料を採取したことから、

年間 試料となった。

測定項目及び測定方法

測定項目及び測定方法は、表３－４のとおりである。

表３－４ 成分測定の方法

測 定 項 目 測 定 方 法

質量濃度 精密天秤による質量測定

イオン成分

塩化物イオン 、硝酸イオン 、

硫酸イオン 、ナトリウムイオン 、

アンモニウムイオン 、カリウムイオン 、

マグネシウムイオン 、カルシウムイオン

イオンクロマトグラフ法

無機元素

ナトリウム 、アルミニウム 、カリウム 、

カルシウム 、スカンジウム 、バナジウム 、

クロム 、鉄 、ニッケル 、亜鉛 、

ヒ素 、アンチモン 、鉛

誘導結合プラズマ質量分析

（ ）法

炭素成分

有機炭素（ ）、元素状炭素（ ）

サーマルオプテカル･リフ

レクタンス法
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採取方法

ア 採取装置

使用した採取装置は、表３－３のとおりである。

表３－３ の採取装置一覧

測 定 地 点 採 取 装 置

山科測定局 ムラタ計測器サービス株式会社製

輪島測定局 （ 社製）

松任測定局 （ 社製）

イ フィルター

質量濃度及び無機元素の分析に供する試料の採取には フィルターを、イオン成分及び

炭素成分の分析に供する試料の採取には石英繊維フィルターを用いた。

ウ 試料採取時間及び採取試料数

採取開始時刻は、すべて午前 時とした。また、試料の採取時間は、山科測定局は 時

間 分、輪島測定局及び松任測定局は 時間とした。

採取試料数は、測定局ごとに 日当たり 試料、 季あたり 試料を採取したことから、

年間 試料となった。

測定項目及び測定方法

測定項目及び測定方法は、表３－４のとおりである。

表３－４ 成分測定の方法

測 定 項 目 測 定 方 法

質量濃度 精密天秤による質量測定

イオン成分

塩化物イオン 、硝酸イオン 、

硫酸イオン 、ナトリウムイオン 、

アンモニウムイオン 、カリウムイオン 、

マグネシウムイオン 、カルシウムイオン

イオンクロマトグラフ法

無機元素

ナトリウム 、アルミニウム 、カリウム 、

カルシウム 、スカンジウム 、バナジウム 、

クロム 、鉄 、ニッケル 、亜鉛 、

ヒ素 、アンチモン 、鉛

誘導結合プラズマ質量分析

（ ）法

炭素成分

有機炭素（ ）、元素状炭素（ ）

サーマルオプテカル･リフ

レクタンス法

４ 測定結果

の各成分については、年平均値を平成 年度の全国平均と比較評価した。年平均値の算

出にあたっては、測定データについて以下の取り扱いを行った。

・ 測定値が検出下限値以上、定量下限値未満の場合は、その値を測定値とした。

・ 測定値が検出下限値未満の場合は、検出下限値の を測定値とした。

質量濃度

質量濃度の年平均値は、表３－５のとおりであり、本県の質量濃度は一般環境、道路沿道、バッ

クグラウンドともに全国平均値の概ね であった。

表３－５ 質量濃度の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：μ

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値 

質量濃度

イ 道路沿道

（単位：μ

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値 

質量濃度

ウ バックグラウンド

（単位：μ

項 目
輪島測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値 

質量濃度
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イオン成分

イオン成分の測定結果は、表３－６のとおりであった。本県におけるイオン成分は、一般環境と

道路沿道においては、硫酸イオンの濃度が最も高く、次いでアンモニウムイオン、硝酸イオンの順

に濃度が高かった。全国平均値も本県と同様の傾向であった。一方、バックグラウンドにおいては、

本県、全国平均値ともに、硫酸イオンの濃度が最も高く、次いでアンモニウムイオンと同様の傾向

であった。しかし、 番目以降については、本県ではナトリウムイオン、硝酸イオンの順であった

が、全国平均値では硝酸イオン、カリウムイオンという異なった傾向を示した。

表３－６ 中のイオン成分の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：μ

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

塩化物ｲｵﾝ

硝酸ｲｵﾝ   
硫酸ｲｵﾝ   
ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ   
ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾘｳﾑｲｵﾝ   
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ   

イ 道路沿道

（単位：μ

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

塩化物ｲｵﾝ

硝酸ｲｵﾝ   
硫酸ｲｵﾝ   
ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ   
ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾘｳﾑｲｵﾝ   
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ   
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イオン成分

イオン成分の測定結果は、表３－６のとおりであった。本県におけるイオン成分は、一般環境と

道路沿道においては、硫酸イオンの濃度が最も高く、次いでアンモニウムイオン、硝酸イオンの順

に濃度が高かった。全国平均値も本県と同様の傾向であった。一方、バックグラウンドにおいては、

本県、全国平均値ともに、硫酸イオンの濃度が最も高く、次いでアンモニウムイオンと同様の傾向

であった。しかし、 番目以降については、本県ではナトリウムイオン、硝酸イオンの順であった

が、全国平均値では硝酸イオン、カリウムイオンという異なった傾向を示した。

表３－６ 中のイオン成分の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：μ

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

塩化物ｲｵﾝ

硝酸ｲｵﾝ   
硫酸ｲｵﾝ   
ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ   
ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾘｳﾑｲｵﾝ   
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ   

イ 道路沿道

（単位：μ

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

塩化物ｲｵﾝ

硝酸ｲｵﾝ   
硫酸ｲｵﾝ   
ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ   
ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾘｳﾑｲｵﾝ   
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ   

ウ バックグラウンド

（単位：μ

項 目
輪島測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

塩化物ｲｵﾝ

硝酸ｲｵﾝ   
硫酸ｲｵﾝ   
ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ   
ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾘｳﾑｲｵﾝ   
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ   
ｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ   

無機元素

無機元素の測定結果は表３－７のとおりであった。一般環境においてはナトリウムの濃度が最も

高く、次いでカリウム、鉄、アルミニウム、カルシウムの順に濃度が高かった。全国平均値もこれ

ら 元素が高い傾向であった。なお、ナトリウムは全国平均値 弱の濃度であり、カリウム、鉄、

アルミニウム及びカルシウムは全国平均値の約 の濃度であった。

道路沿道においては、本県ではナトリウムの濃度が最も高く、次いでカリウム、鉄、アルミニウ

ム、カルシウムの順に濃度が高かった。これに対し、全国平均値は鉄の濃度が最も高く、次いでナ

トリウムとカリウムが同程度、続いてアルミニウム、カルシウムの順に濃度が高かった。本県のナ

トリウムとアルミニウムは全国平均値と同程度の濃度であり、カリウムとカルシウムは全国平均値

程度の濃度、鉄は全国平均値の約 の濃度であった。

バックグラウンドにおいては、ナトリウムの濃度が最も高く、次いでカリウム、カルシウム、鉄、

アルミニウムの順に濃度が高かった。これに対し全国平均値は、カリウムの濃度が最も高く、次い

でナトリウム、カルシウム、鉄、アルミニウムの順に濃度が高かった。

なお、本県で測定したすべての元素の濃度が全国平均値より低かった。
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表３－７ 中の無機元素成分の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

ナトリウム

アルミニウム   

カリウム   

カルシウム   

スカンジウム   

バナジウム   

クロム   

鉄   

ニッケル

亜鉛   

ヒ素   

アンチモン   

鉛   

イ 道路沿道

（単位：

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

ナトリウム

アルミニウム   

カリウム   

カルシウム   

スカンジウム   

バナジウム   

クロム   

鉄   

ニッケル

亜鉛   

ヒ素   

アンチモン   

鉛   
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表３－７ 中の無機元素成分の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

ナトリウム

アルミニウム   

カリウム   

カルシウム   

スカンジウム   

バナジウム   

クロム   

鉄   

ニッケル

亜鉛   

ヒ素   

アンチモン   

鉛   

イ 道路沿道

（単位：

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

ナトリウム

アルミニウム   

カリウム   

カルシウム   

スカンジウム   

バナジウム   

クロム   

鉄   

ニッケル

亜鉛   

ヒ素   

アンチモン   

鉛   

ウ バックグラウンド

（単位：

項 目
輪島測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

ナトリウム

アルミニウム   

カリウム   

カルシウム   

スカンジウム   

バナジウム   

クロム   

鉄   

ニッケル

亜鉛   

ヒ素   

アンチモン   

鉛   

炭素成分

炭素成分の測定結果は表３－８のとおりであった。有機炭素、元素状炭素の濃度は、一般環境、

道路沿道、バックグラウンドとも全国平均値より低い濃度であった。

表３－８ 中の炭素成分の測定結果（平成 年度）

ア 一般環境

（単位：μ

項 目
松任測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

有機炭素

元素状炭素   

イ 道路沿道

（単位：μ

項 目
山科測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

有機炭素

元素状炭素   
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ウ バックグラウンド

（単位：μ

項 目
輪島測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

有機炭素

元素状炭素   

成分組成

成分濃度が「質量濃度 ＞ イオン成分 ＋ 炭素成分 」の関係を満たしているものを抽出し、

季節毎及び年平均値を集計した結果、一般環境については図３－１、道路沿道については図３－２、

バックグラウンドについては図３－３に示す結果となった。

これによると、一般環境、道路沿道、バックグラウンドのいずれにおいても、有機炭素 の割

合では本県の割合がやや高く、硝酸イオン、アンモニウムイオンでは本県の割合が全国平均より低く、

他の主な成分では本県と全国平均は同程度の割合であった。
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ウ バックグラウンド

（単位：μ

項 目
輪島測定局 平成 年度全国測定結果

年平均値 最小値 最大値 年平均値 最小値 最大値

有機炭素

元素状炭素   

成分組成

成分濃度が「質量濃度 ＞ イオン成分 ＋ 炭素成分 」の関係を満たしているものを抽出し、

季節毎及び年平均値を集計した結果、一般環境については図３－１、道路沿道については図３－２、

バックグラウンドについては図３－３に示す結果となった。

これによると、一般環境、道路沿道、バックグラウンドのいずれにおいても、有機炭素 の割

合では本県の割合がやや高く、硝酸イオン、アンモニウムイオンでは本県の割合が全国平均より低く、

他の主な成分では本県と全国平均は同程度の割合であった。

一般環境

春 夏 秋 冬 年平均

松任測定局 全国年平均

松任測定局年平均 全国年平均

春 夏 秋 冬

図３－１ の成分組成（一般環境）（平成 年度）

質
量

濃
度

μ
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道路沿道

春 夏 秋 冬 年平均

山科測定局 全国年平均

山科測定局年平均 全国年平均

春 夏 秋 冬

図３－２ の成分組成（道路沿道）（平成 年度）

質
量

濃
度

μ
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道路沿道

春 夏 秋 冬 年平均

山科測定局 全国年平均

山科測定局年平均 全国年平均

春 夏 秋 冬

図３－２ の成分組成（道路沿道）（平成 年度）

質
量

濃
度

μ

バックグラウンド

春 夏 秋 冬 年平均

輪島測定局 全国年平均

輪島測定局年平均 全国年平均

春 夏 秋 冬

図３－３ の成分組成（バックグラウンド）（平成 年度）
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